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研究成果の概要：中東欧諸芸術を、その本国との連携を強めながら学際的に研究するという目

的は、各研究者がポーランド、チェコ、ハンガリー、ブルガリア等のフィールドで行ってきた

調査研究、ならびに本国の研究者との協力によって達成されてきた。具体的には以下にあげた

日本語ならびに外国語の研究論文、学会発表、著書によって、本研究の四年間の成果は十分に

発表されてきたといえよう。また、現在、執筆中の研究成果もいくつかあり、今後数年間にも

さらなる成果の公表が期待できる。 
 
 
交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 3,700,000 0 3,700,000 

2006 年度 2,900,000 0 2,900,000 

2007 年度 3,300,000 990,000 4,290,000 

2008 年度 3,000,000 900,000 3,900,000 

  年度  

総 計 12,900,000 1,890,000 14,790,000 

 

 
研究分野：人文学   
科研費の分科・細目：哲学・美学・美術史 
キーワード： 中東欧、モダニズム 
 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
19 世紀末から 20 世紀の前半、即ちモダニズ
ム芸術(観)の生成期において、中・東欧地域
の芸術運動、芸術家、批評家らが大きな役割
を果たしたことは間違いない。しかし、社会
主義国家の成立とその後の冷戦構造の継続
によって、この時代についての研究は大幅に
遅れ、資料や情報もほとんど提供されない状
態になった。東側、西側諸国のいずれにおい

ても研究の遅れは著しい。しかし、冷戦構造
の崩壊後、中・東欧地域へのアクセスが容易
になり、現地の研究者も国外とのコミュニケ
ーションを求めはじめ、本格的な共同研究が
可能になりつつある。 
 従来、日本でも中・東欧研究は行なわれて
いたが、主に言語、文学、社会科学の分野が
中心で、芸術研究においてこの地域を専門と
する研究者は、ごく少数のロシア研究者を除
けば皆無といってよかった。また、他分野の



研究者もロシア、ポーランド、ハンガリー、
チェコなど個々の国の専門家であり、言語の
壁もあって、中・東欧地域を包括的に取り扱
うことは困難であった。近代芸術の領域にお
いては、中・東欧と西欧諸国間の国境の壁を
越えた人的、物的、精神的交流こそが重要な
意義をもつため、一言語、一国家を対象とす
る研究ではその全容は到底捉えきれない。日
本の芸術研究においても近年、この地域を専
門とする若手・中堅研究者が現れ、各国から
発信される情報も次第に入るようになって
きた。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は上記のような状況を利用し、近代ヨ
ーロッパの諸芸術を「東側」も含めて再構築
し、モダニズム運動の全貌を明らかにしよう
とするものである。 
 長期的に見れば、本企画調査は単に芸術に
おける中・東欧地域の包括研究だけをめざす
ものではない。かつて存在していた西・中・
東欧の緊密な関係を再構成し、近現代芸術の
汎ヨーロッパ的状況をその動態において捉
えることによって、冷戦期以来、もっぱら西
欧の文化的「列強国」とアメリカ合衆国によ
って産出、流通、消費されてきた近代芸術の
図式、チャート、制度を、その根底から再考
することにある。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 中東欧諸国の言語をすでに習得し、あ

るいは習得しつつある国内研究者と連
携し、当該諸国の研究者、研究機関との
ネットワークを形成しつつ、情報源を確
保する。また、必要に応じて、中東欧諸
国で使われていた諸言語を新たに習得
する。 

 
(2)  研究分担者は各自のフィールドにおい

て調査研究をすすめ、若手の育成にも努
める。 

 
(3)  研究成果は論文、著書、翻訳などの形

で社会に公表する。 
 
 
４．研究成果 
 
中東欧諸芸術を、その本国との連携を強めな
がら学際的に研究するという目的は、各研究
者がポーランド、チェコ、ハンガリー、ブル
ガリア等のフィールドで行ってきた調査研
究、ならびに本国の研究者との協力によって

達成されてきた。具体的には以下にあげた日
本語ならびに外国語の研究論文、学会発表、
著書によって、本研究の四年間の成果は十分
に発表されてきたといえよう。また、現在、
執筆中の研究成果もいくつかあり、今後数年
間にもさらなる成果の公表が期待できる。 
 
 研究成果はいずれも各国の地域研究的な
芸術研究にとどまらない。圀府寺、加須屋は
ポーランド美術における諸相をその国際的
な関係、コンテクストの中で研究してきたし、
井口はチェコのデザインについて、伊東はブ
ルガリアなどの音楽活動について、永田はロ
シアと日本の演劇について、いずれもグロー
バルなモダニズムのあり方を問い直す姿勢
から研究を結実させてきた。実際、これらの
研究は、従来の芸術研究において視野の外に
ありながら実はモダニズムの根幹に関わっ
ていた現象の多くを掘り出してきた。それら
の研究成果は、本研究が目指した「モダニズ
ム的な芸術観の見直し」を具体的知見、情報
を提示するものとなっている。その意味で、
今後続いていくべき研究に適切な方向を示
したといえるであろう。また、本研究に関わ
った大学院生の中には現在、中東欧諸国に留
学して研究しているものも何名かおり、今後
の研究の担い手となっていくことが期待で
きる。 
 本研究プロジェクトを通して、これまで情
報の乏しかったポーランド、チェコ、ハンガ
リー、ルーマニア、ブルガリアなどの諸芸術
について多くの知見を得ると共に、『アヴァ
ンギャルド宣言』の刊行などにより、これら
の諸国のモダンアートの状況を広く紹介す
ることも行った。 
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